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令和８年度 亀山市立関中学校 学校経営方針及び行動計画 
                                                         令和８年4月 

学校経営方針 

学校教育目標 【長期目標】 

 「豊かな心を持ち、進んで行動する生徒の育成」  
 

 ＜めざす学校像＞ 【中期目標】 

  ○一人ひとりの生徒が生き生きと学び活動する学校      

  ○家庭、地域とともに歩む学校 

  ○教職員が生きがいを持って働ける学校 
 

＜めざす生徒像＞ 

 ○自ら挨拶･掃除･勉強をする生徒   

○お互いの違いを認め合って、自分も人も大切にする生徒 

〇仲間や地域のつながりを大切にする生徒 

 〇自分の夢や目標に向かって粘り強く主体的に行動する生徒 

＜めざす教師像＞ 

  ○授業力の向上に努める教師      ○生徒の思いを大切にする教師   

○保護者や地域との連携を進める教師  

 

重点目標 

１ 生き方教育の推進 

２ 生きてはたらく学力の向上 

３ 生徒の主体的活動による魅力ある学校づくりの推進 

４ 学校運営協議会を中心とした開かれた学校教育の推進 

５ 主体的・対話的で深い学びに向けた教職員の研修の充実 

６ 教育環境等整備の推進  

   

行動計画  

１ 生き方教育の推進 

 ○人権教育を推進する。 

 ・人権教育推進委員会を開催し、取組の進捗状況や生徒情報を共有し具体的な実践を協議する。 

・多様な対象との交流会や人権フォーラムを核とした継続的･系統的な人権教育を推進する。 

・保護者・地域への啓発を推進し、人権学習等への保護者・地域の参観を企画する。 

 ○生き方を学ぶ教育を推進する。 

 ・生徒が将来の夢や希望が持てるよう系統的な生き方を学ぶ教育活動を充実させる。 

・全学年で進路コンパス（進路適性検査）等を活用して、自分自身を知り自分の将来のことについて考   

える機会を設け、家庭との連携を図る。 
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・地域や保護者等と連携した体験的で主体的な学習活動を積極的に取り入れる。 

 ・進路・性・共生・防災安全、食育等の生き方を学ぶ講演会を実施し、豊かな心の醸成を図る。 

 ・全学年で地域の方を講師としてお招きし、食育の授業や調理実習を実施し、食を通して命の尊さや生

き方について学ぶ。 

・道徳の授業と連携し、生き方・命の大切さを学ぶ授業の充実を図る。 

・修学旅行、職業体験学習、校外学習等を効果的に設定し、出会い体験学習を通して生き方を学ぶ。 

 

２ 学力の向上 

○主体的・対話的で深い学びを創造する。 

・学習課題や授業展開の工夫、グループ学習等を活用した主体的・対話的な授業を推進する。 

・「めあて」（評価基準）と「ふりかえり」を位置づけ、書く活動や討議活動を取り入れた授業改善を

行う。また、表現力を培うために、自分の考えや思いを伝え合う機会を意図的に設定する。 

○進路に必要な学力保障の取組を進める。 

 ・生徒が将来の進路に向けて必要な学力を習得するため、計画的な学習に取り組む意識を高める。 

・朝の読書や学習に集中することで静かな学びの時間を確保し、落ち着いた学習環境を維持する。 

・生徒が自らの弱点克服のための学習に取り組めるよう、AI 型学習教材の活用、補充学習等の学習環

境を整える。 

○読書習慣の形成を図る。 

 ・学級活動や教科学習において積極的に図書館を利用し、読書に対する意識を高める。 

・生徒一人当たりの年間読書冊数の目標値を設定し、全学年で読書冊数の増加に取り組む。 

 ○家庭での学習習慣の定着を図る。 

 ・家庭学習の手引きを配付し、基礎学力定着と個に応じた自主的な家庭学習を習慣化できるよう、 

家庭と連携した取組を行う。 

 ・自主的な家庭学習としてタブレット端末の活用を促進させる。 
 

３ 生徒の主体的活動による魅力ある学校づくりの推進 

 ○「仲間づくり」や教育相談体制を充実させる。 

 ・全校体制で教育相談を充実させ、計画的・継続的な仲間づくりを推進し、一人ひとりに安全安心で居

場所のある学級づくり・学年経営をめざす。 

 ・保護者や関係機関と連携した生徒のニーズに応じたきめ細やかな対応や支援を行う。 

○生徒の自治的活動を推進する。 

・生徒自らが学校生活における課題を見つけ、その解決に向けた自治的活動を充実させる。 

・生徒一人ひとりを大切にした学級目標の設定と、その達成をめざし主体的に活動できる生徒の育成を 

目指す。また、生徒の頑張りや良さを認め、自己肯定感、非認知能力の育成ができるように支援する。 

○生徒主体の魅力ある生徒会活動を推進する。 

・体育祭や文化祭、挨拶運動や美化運動等を通して、生徒主体の魅力ある生徒会活動を推進する。 

・ボランティア意識を高めるため、自発的自主的に生徒会活動や地域活動に参加できるよう支援する。 

生徒会委員会でボランティア活動を計画し、参加しやすい時間帯に取り組めるように設定し、ボラン 

ティアに参加者にボランティア参加証を発行する。 
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○関中学校として特色のある取組を進める。 

・修学旅行を核としで平和学習、人権学習を充実させる。 

・合唱コンクールやバザー等、外部や地域行事等への生徒の参加を積極的に進める。 

・中庭コンサート等、学校施設を利用した行事や地域と関われる取組を企画する。 

・ＳＫＲＡ
さ く ら  

運動の取組を支援し、よりよい学校生活をつくり出す活動を充実させる。  
 

 

 

 

４ 学校運営協議会を中心とした学校教育の推進 

○学校運営協議会を活性化し、地域や保護者から信頼される学校づくりを進める。 

 ・学校経営について熟議を行い、地域・家庭・学校の協働による開かれた学校づくりを進める。 

 ・職場体験学習等、地域の資源や人材を活用した体験的で主体的な学習活動を積極的に進める。 

 ・教職員と学校運営協議会委員との交流会を実施し、関中学校の魅力を生かした学校づくりについて話

し合う機会を設定し、今後の学校運営について協議する。 

 ○学校だよりやＨＰにより学校情報の発信に努める。 

 ・学校だよりや学年通信等を定期的に発行し、メール配信システムやHPを効果的に活用して、学校の

様子が保護者に確実に届く工夫をする。 

・ＨＰを随時更新し、生徒の活動の様子などを紹介するためタイムリーな情報発信に努める。 

○授業や行事の公開と学校改善の取組を進める。 

 ・学校行事や授業を地域や家庭に積極的に公開する。 

・保護者や地域住民から寄せられた感想や意見を検討し、学校運営や指導に反映させる。 

○校区の小学校、認定こども園との連携（出前授業、交流）を行う。 

  ・関中学校区２小学校と積極的に授業連携や授業参観を行う。 

 ・保育実習や学校訪問等の活動を通して認定こども園との交流を行う。 

 

５ 主体的・対話的で深い学びに向けた教職員の研修の充実 

○研修体制の充実を図る。 

 ・研修委員会・教科部会を開催し、全教員が授業研究に関わり授業力の向上を図る。 

 ・教育課題に即した教職員の魅力ある研修を行い、必要に応じて指導主事や外部講師の招聘を行う。 

 ○生徒を中心に据えた授業研究を推進する。 

 ・主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善や学習評価についての研修を積極的に行う。 

 ・各教科に共通する課題を共有し、主体的・対話的な授業をめざした授業研究を行う。 

 ・関中学校区の小中学校が協力・連携し、教職員の研修を進める。 

 

６ 教育環境等整備の推進 

 ○安心安全な教育環境整備を推進する。 

 ・生徒の清掃活動を充実させ、学校施設の安全な環境整備を行う。 

・大規模地震・大規模台風を想定した危機管理のしくみづくりを進める。 

・地域と協働で大地震を想定した避難所開設訓練を実施し、防災意識の向上を進める。 

・登下校の安全管理や感染症対策等に努め、安心安全な学校づくりを進める。 

 ＳＫＲＡ
さ く ら  

運動   Ｓ：掃除  Ｋ：聴く  Ｒ：ルール Ａ：挨拶 

  ・生徒会、委員会を中心にして自治活動を大事にしながら活動を推進していく。 
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 ○学校教育活動や校務内容を見直し、教職員の働き方改革を推進する。 

 ・生徒を中心に据え、目的や内容を再検討し学校行事等教育活動のスリム化を進める。 

・部活動休養日の設定、令和 9年度の地域展開に向けて、部活動の在り方や内 容検討をし、部活動指 

導の軽減を図る。 

・校務分掌の効率化と平準化、定時退校日の設定、会議時間の短縮等を行い、教職員の勤務時間の縮 

減を進める。 

 ・日常的な勤務時間の把握に努め、勤務時間の上限に関するガイドライン（月の時間外勤務時間 45時

間以下、年間の時間外勤務時間 360時間）を遵守する。 

○意欲が持てる職場環境づくりに努める。 

 ・コミュニケーションを大切にし、教職員の個性や力量を発揮できる環境をつくる。 

・予防的・組織的な生徒対応に努め、チームによる効果的な生徒指導を進める。 

・報告連絡相談の徹底により、組織的、計画的に見通しをもって仕事ができる環境づくりを進める。 

・心理的安全性、教職員間の同僚性を高め、校務における協力体制を構築し、達成感ややりがいを高め

る。 


